
同
世
代
の
若
者
に
伝
え
た
い
こ
と

　
私
た
ち
が
踏
み
出
す
小
さ
な
一
歩

が
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
大
き
な
力

に
な
る
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。
私

た
ち
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
人

や
そ
の
取
り
組
み
の
魅
力
を
知
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
上
越
で
の
暮
ら

し
と
今
後
の
未
来
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る

若
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

令
和
令
和
77
年
６
月

年
６
月
2525
日
発
行

日
発
行

11621162

広報対話課から
（☎025－526－5111）
「広報上越８月号」は、７月
23日㊌・24日㊍に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。

編
集
　
上
越
市 

総
務
部 

広
報
対
話
課

〒
943・8601
新
潟
県
上
越
市
木
田
１・１・３

☎
０
２
５・５
２
６・５
１
１
１ 上越市ホームページアドレス https://www.city.joetsu.niigata.jp/

（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）

　市の若者向け支援制度も活用いただきながら、市内でまちの活性化やにぎわい創出などに
取り組んでいる、若者や団体を紹介します。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

上越上越ででかがやく若者たちかがやく若者たち
■問合せ…総合政策課（☎025-520-5624）

さ
ま
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さ
ま
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節
目
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重
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合
う
一
年
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上
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上
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ア
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リ
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イ
ヤ
ー
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JOETSU
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IV
ER

ARY YEAR
20

25

S

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
２
０
２
２
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の

交
流
や
飲
食
店
・
公
共
施
設
の
利
用

が
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
た
中
、「
地

域
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、
身
近
な

社
会
課
題
を
解
決
し
た
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
朝
食
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
市
民
プ
ラ
ザ

と
、
上
越
地
域
で
活
動
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
さ
ん
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

活
動
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（@

joetsu.
asagohan

）
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
目
標

　
「
朝
ご
は
ん
市
」
は
、
公
共
施
設

の
営
業
前
の
時
間
を
有
効
活
用
し
、

若
者
や
家
族
連
れ
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
く
こ
と
で
、「
朝
食
」
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
元
の
企
業
や
飲
食
店
な

ど
と
連
携
し
、
活
動
を
継
続
し
な
が

ら
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会

を
つ
く
る
ほ
か
、学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
も
協
働
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

朝ごはん市開催時の様子

上越おいしい朝ごはん実行委員会

会長　相
あい

澤
ざわ

 一
いち

恵
え

さん

上越地域の若者と、市民
プラザスタッフの有志で
結成した任意団体。市内
公共施設の利用促進、食
育、若者·子育て世代の
交流などを目的に、朝食
イベント「朝ごはん市」
を運営している。

上越市の人口・世帯数

88,002人
　  （-90人）

90,931人
　  （-92人）女男

178,933人
　  （-182人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  64
229

 271
 288

＜人口増減内訳＞

77,751世帯（+20世帯）

令和７.6.１現在。（　）は前月との比較
　特集記事の取材で、戦争体験者のお話を直接お
聞きする機会があり、戦争の悲惨さに胸が締め付
けられる思いになりました。戦争を二度と繰り返
さないためにも、戦争を経験していない私たちが
平和の尊さを考えることの大切さをあらためて感
じました。

表紙のことば ： 戦争の記憶を語り継ぎ、次代へつなぐ
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